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◆避難所環境整備（雑魚寝編）　回答例
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（写真：熊本県提供）
避難所運営会議
〇運営スタッフ含めて避難所の運営会議を開催できるよう支援する
・今後の避難所運営（環境整備）について地元自治会や自主防災組織、消防団、民生委員、学校であれば学校管理者等地元の地縁組織の協力を求めることを検討
衛生環境整備
〇ラピッドアセスメントによりアセスメントを行う（次の日以降も約１週間続けるよう運営スタッフに依頼）
〇段ボールベッドや間仕切りの備蓄等がないか確認。なければ市町村災害対策本部→県本部→国へ要請することを支援
・段ボールベッドや間仕切りの備蓄や物資が届いた場合は避難者と共に設置できるよう支援する
〇避難スペースについて
・スフィア基準に基づいた避難スペースの確保を支援
・上記基準に満たない場合、別の避難所確保や要支援者も含まれていることも想定して福祉避難所の確保を市町村災害対策本部に要請することを支援
〇運営スタッフと共に避難者の協力を求め要所に避難通路を確保する
・移動をお願いする際に移動が困難な高齢者等はトイレ近くを確保するか教室を確保する等要支援者の居場所を段差がないトイレ近くに確保・移動できるよう運営側に助言支援
・移動する際に避難者に周囲を清掃してもらうよう清掃道具を準備し清掃を促す支援（運営側に清掃道具の準備・購入を促す）
・教室等に誘導でき、スペースに余力が出たら避難者同士が交流できるスペース等の場所を確保するよう助言
〇避難者台帳を作成し、要支援者を把握する（要支援者の個票作成）
・継続してできる保健師等チームの派遣を市町村災害対策本部へ依頼する


ワークショップE-6避難所の環境衛生アセスメント
◆避難所環境整備（トイレ編）　回答例
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（写真：内閣府ホームページより）
避難所運営会議について
【１】と同様に運営スタッフ含めて避難所の運営会議を開催できるよう支援する（地元の方々の知恵をもらい、水の確保策や持続可能なトイレ清掃方法等について検討）
トイレの衛生環境整備について
〇下水の確認を行うよう運営側を支援する
〇水の確保
・学校であればプールの水やその他の方法を確保する（自治会等既存の組織を活用して避難者にも協力を求める）
・給水車の要請→市町村災害対策本部へ要請
〇トイレの清掃を行う（同上）
・当番等で継続的な清掃活動ができるよう支援
〇トイレの確保
・スフィア基準に基づいたトイレの確保を支援
・災害用トイレの備蓄がないか確認。なければ市町村災害対策本部→県本部→国へ要請することを支援
・簡易トイレの要請→市町村災害対策本部へ要請
〇要支援者用トイレの確保
・移動が困難な要支援が外の簡易トイレを利用することで転倒などのリスクを起こさないために洋式トイレを屋内に確保するよう支援
〇簡易トイレ設置に伴う配慮
・男用トイレと女用トイレを隣接しないよう助言支援
〇トイレ後の手指衛生について
・簡易手洗い場の確保の支援
・アルコール消毒の設置支援→市町村災害対策本部への要請
・ウエットティッシュの設置支援→市町村災害対策本部への要請




ワークショップE-6避難所の感染症の発症アセスメント
◆新型コロナウイルス感染症患者の発生対応　回答例
・４歳女児とその父母、祖父母の５人で避難している家族
・昨日から、６５歳の祖母に咳と３７度代の微熱が出現したため、新型コロナウイルス感染症を疑い抗原検査をおこなったところ、陽性と判明。
・２日前より、女児には咳と咽頭痛あるが、元気で避難所内を走り回る。
他にも、数名に咳症状が認められる。
避難所内は特に日中、高齢者が多く、石油ストーブを囲んで談笑し過ごす姿が
あちこちで見受けられる。







【ポイント】
感染拡大防止
・避難所リーダーと相談し、避難所内の１室に家族で移動してもらう
・避難所リーダーと避難所の有症状のモニタリング方法の検討
・換気の定期実施に向け、避難所リーダーと調整
・災害対策本部へ生活用水の確保の目途を確認し、手洗い用水を確保に向け調整
・手指用アルコールの設置
・避難者全体へ有症状者増加の説明と、トイレや食事前の手指消毒とマスク着用を励行
診療の要否
診断（原因菌、ウイルス特定）のため、救護所または医療機関への受診または医療救護班へ巡回診療を依頼→他の有症状者の同室隔離が可能となる。
保健指導
・祖母のほか４歳女児もコロナによる咳症状である可能性があり、症状がない家族も感染の可能性があるため、別室に案内する。
・症状がない家族については、マスク着用の徹底、できうる範囲で距離をとること、部屋の換気が必要
・発熱や咳などの症状を確認し、適切に診療へつなげる。
【医療救護班班長への報告内容】
＜概要＞
「新型コロナウイルス感染症検査にて陽性患者1名発生。家族全体の隔離実施。避難所でのマスク着用の徹底。換気指導・食事提供体制の見直し指示済。災害対策本部にて医療機関への発生動向の提供・住民へのリスクマネジメント、他避難所でも咳・発熱等有症状者の検査勧奨・隔離室の確保するよう依頼。」
＜詳細＞
・本日新型コロナの感染が見つかり、１家族を別室へ移動。その家族内の４歳児が２日前から咳症状がありました。
・避難所内には咳症状のある者も居り、モニタリング方法を検討と、感染予防対策の徹底の指示を行いました。
・明日以降も巡回診療班の介入をお願います。
・断水し手洗いが十分にできない状況であるため、用水の確保をしてください。
・マスクと手指消毒用アルコール、ペーパータオルの予備の確保お願いします。
・今後も有症状者のモニタリングが必要と考えます。


ワークショップE-6避難所の感染症の発症アセスメント
◆感染性胃腸炎疑い患者の発生対応　回答例
・避難所では断水が続いている。
・６歳女児、２歳女児、その父母で避難。
６歳女児：居住スペースで嘔吐することもある。嘔吐のため、今朝から水分摂取できていない。　排泄自立しているが、母が付き添ってトイレに行く。
２歳女児：オムツ使用。下痢症状あるものの元気。
・同階の別部屋避難者１名に嘔吐、1名に下痢症状あり。上記家族とトイレ共用。







【ポイント】
感染拡大防止
・避難所リーダーと相談し、避難所内の１室に家族で移動してもらう
・避難所リーダーと避難所の有症状のモニタリング方法の検討
・避難所における必要物品の確認
・ビニール袋、ディスポーザブル手袋、消毒液、ポータブル便器など感染対策用物品の準備
（個室への配備、避難所内での嘔吐物処理発生時）
・トイレの次亜塩素酸ナトリウム消毒と換気の定期実施に向け避難所リーダーと調整
・災害対策本部へ生活用水の確保の目途を確認し、手洗い用水を確保に向け調整
・手指用アルコールの設置（※ノロウイルスに対しては無効）
・避難者全体へ有症状者増加の説明と、トイレや食事前の手指消毒とマスク着用を励行
診療の要否
診断（原因菌、ウイルス特定）のため、救護所または医療機関への受診または医療救護班へ巡回診療を依頼→他の有症状者の同室隔離が可能となる
保健指導
・６歳女児は指定されたトイレを使用。使用後は次亜塩素酸ナトリウムで消毒
・居住スペースで嘔吐した場合も、同様に次亜塩素酸ナトリウムで消毒
・排せつ介助（オムツ交換含む）の際は、保護者はディスポーザブル手袋を使用する
・使用したオムツや手袋は、汚物袋に入れ密閉し、指定した蓋つきバケツへの廃棄を徹底する
・嘔吐や下痢などの症状を確認し、適切に診療へつなげる
【医療救護班班長への報告内容】
＜概要＞
「避難所での嘔吐イベント発生。同室者にも下痢・嘔吐症状を有する者が発生した。感染性胃腸炎を疑い、下痢患者用のトイレを固定。消毒薬を次亜塩素酸ナトリウムに変更。トイレの清掃・消毒、トイレ使用時の手指消毒薬の設置完了。医療機関への情報提供・避難者へのリスクマネジメント。消毒担当者を決め消毒方法を指導。他の避難所でも下痢・嘔吐患者のモニタリングの必要あり。」
＜詳細＞
・下痢症状のある６歳と２歳の女児、その父母が避難しています。感染性胃腸炎疑いとして、家族で別室に移しました。原因特定のため、診療の手配をしてください。

・避難所内には、嘔吐、下痢症状のある者も他に2名確認されています。モニタリング方法の検討と、感染予防対策の徹底の指示を行いました。
・断水し手洗いが十分にできない状況であるため、用水の確保をしてください。
・ビニール袋、ディスポーザブル手袋、手指消毒用アルコール、ペーパータオル、次亜塩素酸ナトリウム、ポータブル便器など感染対策用物品の予備の確保をお願いします。
・明日以降も巡回診療班の介入をお願いします。
・今後も有症状者のモニタリングが必要と考えます。
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